令和５年度
学習指導計画

	
	校長
	教頭
	教務主任
	教科主任

	学年始め
	
	
	
	

	第1学期
	
	
	
	

	第2学期
	
	
	
	

	第3学期
	
	
	
	



	担当者氏名
	教諭　　　　　　　　　　　　　　印



	教科
	商業
	科目
	グローバル経済
	単位数
	２単位

	学級
	　第　学年　組
	教科書
副教材
	グローバル経済（実教出版）
グローバル経済　準拠問題集（実教出版）

	教科の目標
	　商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネスを通じ，地域産業をはじめ経済社会の持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。
（２）ビジネスに関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。
（３）職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

	科目の目標
	商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，グローバル化する経済社会におけるビジネスの展開に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）経済のグローバル化について実務に即して体系的・系統的に理解するようにする。
（２）経済のグローバル化への対応に関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。
（３）ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら学び，グローバル化する経済社会におけるビジネスに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

	評価の観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	趣旨
	　企業における経済のグローバル化への対応など実務と関連付けられ，ビジネスの様々な場面で役に立つ経済に関する知識を身に付けている。
	　経済のグローバル化をはじめとした様々な知識などを活用し，企業における経済のグローバル化への対応に関する課題を発見するとともに，企業活動が社会に及ぼす影響を踏まえ，経済社会の動向，経済に関する理論やデータ，ビジネスに関する成功事例や改善を要する事例など科学的な根拠に基づいて工夫してよりよく解決することについて考えている。
	　ビジネスを適切に展開する力の向上を目指して自ら経済について学ぶ態度及び組織の一員として自己の役割を認識して当事者としての意識をもち，他者と信頼関係を構築して積極的に関わり，経済社会の動向を踏まえて経済のグローバル化に対応したビジネスの展開に責任をもって取り組もうとしている。



第１学期学習指導計画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	知
	思
	態
	
	
	

	４








５









６











７
	第1章　グローバル化が進展する社会
１．国境を超えて広がる世界



２．グローバル化する社会


３．グローバル化と地域経済統合の動き
４．グローバル化と経済発展


５．グローバル化の諸問題
	

・グローバル化と国際化の違いについて理解し，グローバル化する現在の社会について理解を深める。
・金融，企業，社会の多様性とグローバル化の関連について考える。
・地域経済統合の意義について学ぶ。
・グローバル化によってどのように経済発展に結びつくのかを学ぶ。
・グローバル化による問題点について考え，対応方法について検討する。
章末の実習に取り組む。
	

○






○
	





○




○
	













○


○
	

・グローバル化する社会の現状やその問題点の概要について理解している。


・グローバル化の進展によって，社会がどのように変化しているのか，経済面での発展との関連について考えている。
・地域経済統合の意義について理解し，主な地域経済統合について把握している。
・グローバル・バリューチェーンについて理解するとともに，経済発展との関連について考えている。
・グローバル化による問題点について，解決策の検討に取り組んでいる。

・実習に積極的に取り組んでいる。
	8
	

	
	中間考査
	教科書p.6～17
	○
	
	
	
	1
	

	
	第2章経営のグローバル化
１．多国籍企業とグローバル経営


２．企業の海外進出とグローバル経営の難しさ

３．グローバル経営の現状



４．グローバル経営の課題


５．グローバル化に伴う企業の社会的責任
	
・多国籍企業のグローバル経営について理解し，企業がグローバル化する理由について考える。
・企業が海外進出するにあたっての方法や難しさなどを学ぶ。
・マザー工場システムや海外拠点の役割について理解し，グローバル化の問題点について学ぶ。
・グローバル経営における課題を把握し，対応策について考える。
・グローバル経営を進めるにあたって求められる企業の社会的責任について理解する。
章末の実習に取り組む。
	




○


○






○
	
○










○
	

















○
	
・企業がグローバル化する理由について考察することができている。


・企業が海外進出する際の判断基準や方法について，それぞれの内容を理解している。

・海外拠点の役割の変化や現地化の内容について理解している。

・グローバル経営を行う上での課題について考察し，対応方法について考案することができている。
・グローバル化に伴う問題に対する企業の社会的責任について理解している。

・実習に積極的に取り組んでいる。
	14
	

	
	期末考査
	教科書p.18～35
	○
	
	
	
	1
	

	
	
	考査返却
	○
	
	
	
	1
	

	生徒の学習状況
の評価方法
	（知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート・レポート
（主体的に学習に取り組む態度）観察シート，議事録，ワークシート
	観点別に評価し，評定はこれを総括する。

	自己評価及び
改善点等
	
	



第２学期学習指導計画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	知
	思
	態
	
	
	

	9










10







11






12



	第3章　経済のグローバル化
１．人材のグローバル化



２．財とサービスのグローバル化

	
・経済のグローバル化における人材（ヒト）の状況を外国人労働者や賃金の観点を含めて理解する。　
・自由貿易と国際分業の観点をもとに，経済のグローバル化における財（モノ）のやり取りに関して，二国間協定や地域経済統合の意義を学ぶ。
	




〇
	
〇
	








	
・人材のグローバル化について，現状を理解し，課題について考察することができている。

・国際分業の特徴について理解し，それを実現させるための各種協定等について，各国における状況を踏まえて理解している。


	10
	

	
	中間考査
	教科書p.36～49
	○
	
	
	
	1
	

	
	３．金融のグローバル化






４．情報のグローバル化
	・金融の役割や形態，金融商品，金融機関等について学び，日本における金融の現状と外国為替に関する知識を学び，金融（カネ）のグローバル化について理解する。
・情報通信技術の発達と個人情報のあり方についての視点から，情報のグローバル化について理解する。
章末の実習に取り組む。
	○
	






〇
	






〇



〇
	・金融の概要についての知識を身につけることができている。
・日本における金融についての課題を把握し，その対応について考察することができている。また，グローバル化によって変化している金融の将来について考えている。

・高度情報化社会の状況について理解しようとし，発生する諸問題についても解決策を検討することができている。

・実習に積極的に取り組んでいる。
	10
	

	
	第4章
市場と経済
１．需要と供給による市場の理論
	

・需要と供給に着目した市場に関する理論について理解し，現実の社会における市場の役割と課題について学ぶ。
	

〇
	



〇
	






〇
	

・市場に関する理論的な内容について理解することができている。
・現実社会における市場の課題について考察し，対応のための方法について考えることができる。
・市場理論を通して，経済学について関心を持とうとしている。
	6
	

	
	期末考査
	教科書p.50～98
	○
	
	
	
	1
	

	
	
	考査返却
	○
	
	
	
	1
	



	生徒の学習状況
の評価方法
	（知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート・レポート
（主体的に学習に取り組む態度）観察シート，議事録，ワークシート
	観点別に評価し，評定はこれを総括する。

	自己評価及び
改善点等
	
	



３学期学習指導計画
	月
	学習項目
	学習内容や学習活動
	評価の観点
	評価規準（評価方法）
	予定時数
	実施時数

	
	
	
	知
	思
	態
	
	
	

	1


2


3
	２．経済成長


３．景気循環とインフレーション

４．経済政策
	・ＧＤＰについて理解し，マクロ的な視点から経済成長について学ぶ。
・景気循環のしくみについて理解し，その弊害について考察する。
・経済政策における政府の役割について学び，現状と問題点について理解する。
章末の実習に取り組む
	〇





〇
	


〇
	








〇
	・ＧＤＰおよび関連する諸指標について，その内容，計算方法について理解している。

・景気循環のしくみと問題点について科学的に考察することができている。

・財政の内容や役割について理解し，あわせて現状と問題点についても理解している。

・実習に積極的に取り組んでいる。
	14

	

	
	学年末考査
	教科書p.99～127
	○
	
	
	
	1
	

	
	
	考査返却
	○
	
	
	
	1
	



	生徒の学習状況
の評価方法
	（知識・理解）テスト（思考・判断・表現）ワークシート，レポート
（主体的に学習に取り組む態度）観察シート，ワークシート
	観点別に評価し，評定はこれを総括する。

	自己評価及び
改善点等
	
	



	学年末
	生徒の取組状況
	

	
	科目の目標の達成状況
	

	
	指導方法
	

	
	評価方法
	

	
	次年度への改善点
	




